
平成19年度　授業改善プラン

○東京と教育委員会

の教育目標
○中野区教育委員会
の教育目標

中野区立東中野小学校

学校数育目標

○　かしこく

○　やさしく

○　たくましく

○学区域の実態

○地域の期待や願い

○保護者の期待や願い

学校経常方針　　　○　知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな児童の育成

教育目標の具現化のため、グローバルコミュニケーションを身につけさせ、「考える力」を育成する
ことが学校教育の大きな目標と考える。自ら考え、判断する力は現代社会を生きるチビもたちにとっ
て身に付けなければならない「生きる力」でもある。全教科・領域の指導を通して、「表現する力、伝

え合う力」の指導に重点をおく。

総合的な学習の時間

「福祉J「情報」「国

際理解」「環境」の4
分野を基本にした本
校の指導計画を学年

進行の観点から見
て、指導計画．評価

計画を見直し、3領
域を基に作成する。

ベースプランA

「地域」「環境」「食
再」「福祉」

ベースプラン

「情報」

「国際理解教育」

ベースプランC

「地域に生きる戯笛
活動」

各　　教　　科

○　何事にも失敗を恐れずチャレンジする

（D　基礎学力の内容を明確にし、定着に向けた

取り組みを工夫する。基礎学力を単なる知

織理解だけでとらえるのではなく、思考、

判断、表現、更には、関心、意欲、態度も

含め幅広くとらえていることが必要であ

る。特にr知識の企」から「学ぶ意欲」へ

指導方針、方法への転換を図る。

（診　算数を少人数指導の鼠点教科とし、指導法

の研究を進めていくとともに、児蛮一人一

人の状況にふさわしい学習を展開し、確か

な学力を定着させ、学ぶことの楽しさや成

就感を体得させる指導を展l刈する。

③　全教科を通して「表現する力、伝え合う力」

の指導に温点をおき、自他を尊＿重する憶度

と適切に表現し、伝え合う力を育てる。

④　できる喜び、ともに学ぶ楽しさなどの運動

する楽しさを味わい、他康な体力づくりに

児童自ら取り組む体育科の授業の充実を

図る。

生　　活　　指　　導

道　　　徳

（D道徳は全教育活動を通

して、人間として、また社

会の一一一一員として主体的に

生きるための、基本となる

資質・能力を育てます。

（D日常のrl粗く・話す」の

場面を通して「自他の尊

屯」「伝え合う力」の指導

に重点をおきます。

特　別　活　動

（D「児壷自ら進んでできる

ようにすること」を大切に

する。かかわり合い、触れ

合う活動を蒐視する。

（診異学年交流を通しての

思いやり・協力・創意工夫

の力を育てる。

①基本的生活習慣や生活リズムを身につけさせるために、「よいこの手帳」を活用

し、指導の浸透を図る。

（∋安全で安心な学校生活を目指し、児窮の安全教育を徹底する。
（診＿乱点目標を「あいさつ」とし、指導の具体化を毎月検討し、＿1二大していく。

校　内　研　究　○　研究主輯　RPDCAサイクルを生かした授業づくり

①授業改善を図るために、校内研究を杜とした一人一一一一研究を推進していく。

②一人一・人が、主題・副主題を設定し、年間計画の立案、実践授業、研究のまとめをして、授業改善を
図る。改善のポイントを明らかにするために、授業診断シートを活用し視点を明らかにしていく。


